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導電性プラスチック

プラスチックといえば、電気を通さない絶縁体としての性質が一般的に知
られています。実際、多くの合成樹脂は電気を通さないため、電気製品の
絶縁材料として広く利用されてきました。しかし、この常識を覆す物質が
発見され、科学界に大きな衝撃を与えました。それが導電性プラスチック
です。導電性プラスチックとは、金属のように電気を通す性質を持つ高分
子化合物のことを指します。この発見は、1970年代に日本の化学者である
白川英樹教授によってなされました。白川教授は、ポリアセチレンという
物質を合成する実験を行っていた際、助手の手違いにより、通常とは異な
る触媒の量を用いてしまうという偶然の出来事に遭遇しました。その結
果、金属のような光沢を持つポリアセチレンの薄膜が生成されたのです。
この現象に着目した白川教授は、さらに研究を進め、ポリアセチレンにヨ
ウ素などを添加することで、その導電性が飛躍的に高まることを発見しま
した。この成果は、それまで絶縁体だと考えられてきたプラスチックの概
念を根底から覆すものであり、後に有機エレクトロニクスと呼ばれる新し
い分野の礎を築くこととなりました。白川教授のこの業績は国際的に高く
評価され、2000年には、共同研究者であるアラン・ヒーガーおよびアラ
ン・マクダーミッドとともに、ノーベル化学賞を受賞しました。この受賞
は、有機化合物であるプラスチックにも金属に匹敵する導電性を持たせる
ことが可能であると証明した点において、画期的な功績であると認められ
たことによるものです。現在、導電性プラスチックの技術は、有機ELディ
スプレイや太陽電池、さらには柔軟性を備えた電子機器の開発など、様々
な分野で応用されています。軽量かつ加工が容易であるという特性を活か
し、今後もその用途はますます広がっていくことが期待されています。


